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常任委員会の審査報告から

特 別 委 員 会 の 概 要
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建
設
環
境
委
員
会

第
４
号
議
案

府
中
市
個
人
番
号
の
利
用
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

第
12
号
議
案

府
中
市
市
民
協
働
の
推
進
に
関

す
る
条
例

第
16
号
議
案

府
中
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

第
18
号
議
案

物
品
の
買
入
れ
に
つ
い
て

基
地
等
跡
地
対
策
特
別
委
員
会

　
調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
、

都
市
整
備
用
地
の
南
側
敷
地
に
お
い
て
、

事
業
者
が
権
利
を
取
得
し
、
共
同
住
宅

の
建
設
計
画
を
進
め
て
い
る
が
、
詳
細

は
未
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に
つ

い
て
、
令
和
２
年
２
月
の
現
利
用
計
画

策
定
後
、
米
軍
通
信
施
設
跡
地
の
日
本

へ
の
返
還
や
希
少
猛
禽き

ん

類
の
営
巣
等
の

確
認
な
ど
留
保
地
を
取
り
巻
く
状
況
が

大
き
く
変
化
し
た
こ
と
か
ら
、
府
中
基

地
跡
地
留
保
地
及
び
米
軍
通
信
施
設
跡

地
利
用
計
画
（
案
）
を
作
成
し
た
な
ど

の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

市
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

　
「
は
な
れ
」に
配
置
す
る
売
店
・
カ

フ
ェ
の
運
営
事
業
者
を
令
和
７
年
２
月

の
選
定
委
員
会
で
決
定
し
た
。
今
後
は

内
装
設
計
や
運
営
方
法
等
の
詳
細
に
つ

い
て
事
業
者
と
協
議
し
て
い
く
。

　
「
は
な
れ
」の
整
備
に
当
た
り
、
多

く
の
方
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
建
設
工
事
費

に
充
当
す
る
。
目
標
金
額
は
１
０
０
０

万
円
で
、
寄
附
者
の
氏
名
や
団
体
名
を

刻
印
し
た
銘
板
を
設
置
す
る
な
ど
の
報

告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

学
校
施
設
老
朽
化
対
策
特
別
委
員
会

　
第
二
次
府
中
市
学
校
施
設
改
築
・
長

寿
命
化
改
修
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
し
て
寄
せ
ら
れ
た

意
見
を
計
画
に
反
映
し
た
。

　
市
立
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置

の
取
組
に
つ
い
て
、
実
施
に
向
け
た
方

策
（
案
）
と
し
て
、
府
中
第
七
中
学
校

に
つ
い
て
は
、
既
存
の
学
校
敷
地
に
加

え
て
、
府
中
第
十
中
学
校
と
の
中
間
に

位
置
す
る
三
井
住
友
銀
行
府
中
研
修
所

跡
地
を
統
合
校
の
敷
地
候
補
地
の
一
つ

に
位
置
付
け
、
検
討
す
る
な
ど
の
報
告

が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

一般質問・常任委員会・特別委員会

　
こ
の
議
案
は
、
住
民
基
本
台
帳
等

の
基
幹
シ
ス
テ
ム
を
国
が
定
め
る
標

準
仕
様
に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム
へ
移

行
す
る
に
当
た
り
、
個
人
番
号
の
独

自
利
用
事
務
と
し
て
障
害
者
福
祉
関

係
事
務
な
ど
を
追
加
す
る
こ
と
等
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
委
員
か
ら
、「
個
人
番
号
の
独
自

利
用
は
、
よ
り
慎
重
に
行
う
べ
き
と

考
え
る
た
め
、
本
案
に
反
対
す
る
」

「
関
係
各
所
と
の
情
報
連
携
に
よ
り

証
明
書
の
提
出
が
省
略
で
き
、
利
便

性
が
向
上
す
る
ほ
か
、
セ
キ
ュ
リ
テ�

ィ
面
も
厳
格
と
の
こ
と
か
ら
、
本
案

に
賛
成
す
る
」等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、

賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
市
立
中
学
校
で
の

学
習
指
導
用
に
供
す
る
た
め
、
指
導

書
４
８
７
冊
を
買
い
入
れ
る
も
の

　
主
な
内
容
と
し
て
、「
見
積
書
を

提
出
し
採
用
さ
れ
た
業
者
と
税
込
み

２
５
６
１
万
８
４
５
０
円
で
仮
契
約�

を
締
結
し
た
」等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
紙
の
指
導
書

の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
版
の
ラ
イ
セ
ン

ス
も
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
白
地
図

な
ど
、
授
業
以
外
に
テ
ス
ト
等
で
も

使
用
で
き
る
資
料
が
揃
っ
た
内
容
で

あ
る
」「
指
導
書
は
４
年
に
１
度
行

う
教
科
書
採
択
の
後
に
購
入
し
て
お

り
、
そ
れ
を
次
の
教
科
書
採
択
ま
で

使
用
す
る
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、

全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
市
民
協
働
の
推
進

に
向
け
て
、
基
本
理
念
及
び
基
本
原

則
を
定
め
、
市
民
協
働
の
主
体
と
な

る
市
民
等
の
役
割
及
び
市
の
責
務
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様

で
多
層
な
主
体
が
相
互
に
連
携
し
、

協
力
し
て
地
域
課
題
の
解
決
を
図
り
、

も
っ
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
持
続
可

能
な
ま
ち
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、

新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の

　
委
員
か
ら
、「
市
民
の
中
に
は
既

に
協
働
活
動
に
取
り
組
む
方
も
見
受

け
ら
れ
る
た
め
、
内
容
を
広
く
周
知

し
、
親
し
み
を
持
っ
た
条
例
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
、本
案
に
賛
成
す
る
」

等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、

全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
新
町
・
栄
町
地
区

地
区
計
画
を
都
市
計
画
と
し
て
決
定

す
る
こ
と
に
伴
い
、
当
該
計
画
で
定

め
る
建
築
物
等
の
制
限
を
規
定
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、 「
当
該
計
画
は

地
域
住
民
で
構
成
さ
れ
た
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
で
議
論
し
、
市
主
催
の
説

明
会
や
縦
覧
を
通
じ
て
意
見
を
聞
い

て
い
る
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ�

ー
ス
を
合
計
23
回
配
布
し
て
お
り
、

地
区
へ
の
住
民
周
知
は
図
ら
れ
て
い

る
と
考
え
る
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、

全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

議
員　
い
わ
ゆ
る
女
性
支

援
法
が
令
和
６
年
４
月
か

ら
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
困

難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性

へ
の
支
援
の
取
組
が
進
ん

で
い
る
が
、
７
年
４
月
に

始
動
す
る
第
７
次
府
中
市

男
女
共
同
参
画
計
画
に
は
、

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て

い
る
の
か
。

市
民
協
働
推
進
部
長　
同

計
画
に
は
当
事
者
支
援
や

相
談
窓
口
の
充
実
な
ど
11

の
施
策
を
、
困
難
な
問
題

を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援

に
関
す
る
基
本
計
画
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
。

議
員　
集
中
的
な
体
制
や

施
策
を
作
る
考
え
は
。

市
民
協
働
推
進
部
長　
女

性
支
援
法
施
行
に
よ
り
、

理
念
が
売
春
防
止
法
に
基

づ
く
女
性
の
保
護
更
生
か

ら
女
性
の
意
思
の
尊
重
に

変
わ
っ
た
経
緯
を
踏
ま
え
、

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
す
る
、
女
性
の

人
権
尊
重
を
軸
と
し
た
支

援
体
制
の
構
築
が
今
後
一

層
必
要
と
考
え
て
い
る
。

他 

社
会
福
祉
法
人
清
陽
会
に

つ
い
て

議
員　
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
は
府
中
の
個
性
を
際

立
た
せ
る
施
策
が
必
要
と

考
え
る
が
、
そ
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
聞
き
た
い
。

市
長　
市
民
と
共
に
け
や

き
並
木
を
守
り
育
て
る
ほ

か
、
歴
史
や
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
の
魅
力
を
生
か
し
、

府
中
な
ら
で
は
の
に
ぎ
わ

い
と
景
観
が
調
和
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

議
員　
例
え
ば
け
や
き
並

木
周
辺
に
お
い
て
人
力
車

の
購
入
を
起
爆
剤
に
観
光

産
業
面
を
強
化
し
、
歴
史

と
文
化
の
潜
在
能
力
を
最

大
限
活
用
す
る
な
ど
、
地

域
の
特
徴
を
生
か
し
各
エ

リ
ア
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
示

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
提
案

す
る
。
ま
た
、
け
や
き
並

木
を
歩
行
者
専
用
道
路
に

す
る
た
め
宮
西
町
地
区
で

道
路
整
備
を
進
め
て
い
る

が
、
用
地
取
得
状
況
は
。

都
市
整
備
部
長　
令
和
７

年
１
月
末
現
在
、
約
45
％

で
あ
り
、
今
後
も
積
極
的

に
整
備
に
取
り
組
む
。

他 

子
ど
も
・
若
者
を
取
り
巻

く
環
境
に
つ
い
て

議
員　
市
の
下
水
道
管
は
、

令
和
３
年
度
か
ら
14
年
度

に
か
け
て
約
50
％
が
標
準

耐
用
年
数
を
超
え
る
と
聞

く
。
そ
こ
で
、
道
路
陥
没

に
つ
な
が
る
よ
う
な
下
水

道
管
破
損
の
要
因
に
対
処

す
る
上
で
の
課
題
は
。

都
市
整
備
部
長　
市
公
共

下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
き
、

全
て
の
公
共
下
水
道
管
の

老
朽
化
対
策
を
順
次
行
っ

て
い
る
が
、
維
持
管
理
費

の
増
大
や
技
術
職
員
の
育

成
、
当
面
修
繕
等
が
必
要

な
い
下
水
道
管
の
健
全
性

を
平
準
化
し
て
確
認
す
る

こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

議
員　
点
検
体
制
の
充
実

を
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
国
は
７

年
１
月
に
埼
玉
県
八
潮
市

で
発
生
し
た
陥
没
事
故
を

踏
ま
え
、
有
識
者
会
議
を

開
催
す
る
と
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
等
を
注
視
し
つ

つ
、
本
市
の
課
題
を
解
決

で
き
る
体
制
に
し
た
い
。

他 

集
団
回
収
シ
ス
テ
ム
維
持

に
向
け
た
回
収
業
者
へ
の
支

援
に
つ
い
て

前川　浩子
（フォーラム）

山本　真実
（自由クラブ）

にしみや幸一
（フォーラム）

困
難
を
抱
え
る

女
性
へ
の
支
援

集
中
的
な
体
制
等
は

女
性
の
人
権
尊
重
を

軸
と
し
た
支
援
体
制
の

構
築
が
必
要
と
な
る

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

ビ

ジ

ョ

ン

は

に
ぎ
わ
い
と
景
観
が

調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り

を

推

進

す

る

下
水
道
管
の
点
検
体
制

ど
の
よ
う
に
充
実
を

図

る

の

か

国
の
動
向
を
注
視
し

本
市
の
課
題
を
解
決

で
き
る
体
制
に
し
た
い

▼下水道管の中も確認しています

　▲�けやき並木から府中の魅力を
発信


